




Consideration On Preschool Education to be looked for in the View Point
of the Environment Where Children are Respected As an Operating Body:
Understanding toddler’s environment by comparing Umwelt







































































































































































































































































































































































 Ｍ・モンテッソーリ『子どもの発見』鼓常良訳 国土社 １９７１年６０頁。
 Ｍ・モンテッソーリ『創造する子供』鼓常良訳 国土社 １９７３年２３５頁。
 同１４５頁。
 同２１２頁
 『創造する子供』前掲１５８頁。
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 同１５９頁。
 同１４５頁。
 同５３頁。
 同５６頁。
 子どもが自由に選んだ活動を集中して繰り返し、自分の意志で終わらせることで子ども本来の正常
な格形成がおこなわれていくという、モンテッソーリ教育思想の中心となる概念。モンテッソーリは
集中後の子どもの変化について次のように述べている。
この精神的特徴が出ると、宗教的改心のようにさらに高次な意識が覚醒されていく。・・・注意
の集中が起こると意識の無秩序な塊は組織化され、精神的創造が行われ、驚くべき特質が新たに
作られるのである。・・・人間本来の姿が現れ、本当の生を生きることを始める（Ｍ．モンテッ
ソーリ『自発的活動の原理』阿部真美子訳明治図書出版１９９０年９２頁）。
 同５４頁。
 同１４６頁他にも『幼児の秘密』２６頁等に同様の記述がある。モンテッソーリはこの子どもの役割を
「成長すること」「人間の創造性」としている
	 ユクスキュルが生物の背後に見ていた生物の環世界すべてを包括する主体について、モンテッソー
リはこれを「神」とし、宗教的次元で捉えている。ユクスキュルにおいては、宗教的意味合いという
よりは、自然そのものを偉大な存在として捉えていると思われる

 『生物から見た世界』前掲１５８頁
 『幼児の秘密』前掲６・７・２２０頁など度々指摘している。
 幼稚園教育要領は１９５６年に刊行し、１９６４年、１９９８年、２００８年、２０１７年に改訂された。
 第１章総則、第１幼稚園教育の基本に、旧教育要領は「教師は幼児との信頼関係を十分に築き、幼
児と共によりよい教育環境を創造するように努めるものとする。」とあるところ、新教育要領は「教
師幼児との信頼関係を十分に築き、幼児が身近な環境に主体的に関わり、環境との関わり方や意味に
気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりするようになる幼児期の教育におけ
る見方・考え方を生かし、幼児と共によりよい教育環境を創造するように努めるものとする。」と、
大きく加えられている。
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